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説

一
九
九
四
年
の
「
政
治
改
革
」
の
結
果
、
衆
議
院
の
選
挙
制
度
は
中
選
挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
へ
と
変
更
さ
れ
治
㌍
そ

珊

論

の
六
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
、
衆
議
院
の
選
挙
制
度
に
一
つ
の
、
し
か
し
無
視
で
き
な
い
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
小
渕
恵
三
を
首
班
と
す
る
自

釧

自
公
連
立
政
権
の
下
で
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
、
定
数
削
減
法
）
が
成
立
し
、
比
例
代
表
定
数
が
二
〇
〇
か
ら
一
八
○
へ
と
削
減
さ
れ
た
の
で
あ
璽
本
稿
で
我
々
は
、
定
数
削
減
法
を
現
代
日
本
に
お
け
る
政
党
政
治
の
構
造
転
換
す
な
わ
ち
か
か
二
野
幕
雰
農
と
し
て
解
釈
し
傷
㌍
こ
こ
で
カ
ル
テ
ル
政
党
制
と
は
・
主
要
な
既
成
政
党
が
結
託
し
・
政
党
間
競
争
を
規
定
す
る
諸
制
度
を
自
ら
に
有
利
に
設
計
す
る
こ
と
で
、
小
政
党
を
排
除
す
る
政
党
シ
ス
テ
ム
を
意
味
し
て
い
璽
我
々
は
ま
た
・
小
政
養
魚
小
政
党
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
排
除
の
構
造
が
強
化
さ
れ
た
逆
説
を
描
き
だ
し
た
い
。
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
を
強
硬
に
主
張
す
る
自
由
党
。
そ
れ
に
激
し
く
抵
抗
す
る

嗣
σ

公
明
党
。
自
自
公
の
枠
組
み
を
維
持
す
る
た
め
に
、
妥
協
を
模
索
す
る
自
民
党
。
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
を
主
張
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
比
例
代
表
定
数
削
減
自
体
に
反
対
す
る
共
産
党
・
社
民
党
と
共
闘
し
、
自
自
公
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
る
民
主
党
。
こ
う
し
た
政
党

問
の
駆
け
引
き
の
結
果
、
比
例
代
表
定
数
が
二
〇
削
減
さ
れ
、
小
政
党
排
除
の
構
造
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
定
数
削
減
法
を
め

ぐ
る
政
治
過
程
を
再
構
成
し
つ
つ
、
か
か
う
か
掛
齢
か
か
う
か
政
党
制
俗
が
進
展
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
撃

第
一
節
自
自
公
連
立
政
権
の
政
治
力
学

一
九
九
四
年
の
「
政
治
改
革
」
後
、
政
権
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
。
九
四
年
四
月
、
細
川
護
煕
・
非
自
民
連
立
政
権
が
羽
田
孜
・
非

自
民
連
立
政
権
へ
と
交
替
し
た
後
、
同
年
六
月
に
は
、
村
山
富
市
を
首
班
と
す
る
自
社
さ
連
立
政
権
が
発
足
し
た
。
そ
の
後
、
九
六
年
一
月

に
橋
本
龍
太
郎
．
自
社
さ
連
立
政
権
が
発
足
し
た
が
、
九
八
年
七
月
の
参
院
選
で
自
民
党
が
大
敗
し
、
橋
本
首
相
は
退
陣
、
小
渕
恵
三
を
首

班
と
す
る
自
民
党
政
権
へ
と
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
議
院
で
過
半
数
を
大
き
く
下
回
っ
た
自
民
党
は
、
苦
し
い
国
会
運
営
を
迫
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
折
し
も
、
日
本
経
済
は
金
融
危
機
の
直
中
に
あ
っ
た
。
九
七
年
後
半
に
は
、
山
一
讃
券
や
北
海
道
拓
殖
銀
行
が



経
営
破
綻
し
て
い
た
。
加
え
て
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
や
日
本
債
権
信
用
銀
行
の
経
営
不
安
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
自
民
党
は
、
安
定
し
た
国
会
運
営
を
す
べ
く
、
自
由
党
や
公
明
蒐
ぺ
と
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
由
党
や
公
明
党
と
手

を
組
め
ば
、
衆
議
院
だ
け
で
な
く
参
議
院
に
お
い
て
も
過
半
数
を
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
小
渕
首
相
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
・
佐
野
眞
一
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
政
局
の
安
定
で
す
。
従
来
、
自
民
党
と
い
う
の
は
結
党
以
来
、
衆
参
両
院
と
も
安
定
多

数
を
占
め
て
き
ま
し
た
。
稀
に
参
議
院
、
衆
議
院
で
過
半
数
を
獲
得
で
き
な
い
と
き
に
は
パ
ー
シ
ャ
ル
連
合
の
か
た
ち
を
取
っ
て
き
た
。

現
在
は
参
議
院
が
過
半
数
に
満
た
な
い
た
め
に
、
予
算
と
条
約
を
除
く
一
般
の
法
律
は
自
民
党
だ
け
で
は
決
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

そ
の
後
、
自
由
党
と
の
連
立
を
組
ん
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
参
議
院
の
過
半
数
を
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
公
明
党
の
協
力

を
得
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
安
定
し
た
勢
力
を
維
持
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
自
民
党
が
唯
我
独
尊
に
な
ら
な
い
た
め
に
も

卿
堰
嗣
U
頒

激
関
与
し
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
沢
一
郎
も
「
「
自
自
連
立
」
を
巡
る
一
連
の
政
局
の
本
当
の
首
謀
者
は
野
中
さ
ん
だ
っ
た
と

醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
い
う
こ
と
で
す
か
」
と
の
問
い
に
「
そ
う
だ
と
思
う
」
と
同
意
し
て
い
る
。
そ
の
野
中
に
よ
れ
ば
、
公
明
党
が
急
に
自
民
党
と
手
を
組
む
ご

騰
年

と
に
難
色
を
示
し
た
た
め
、
自
由
党
を
「
座
布
団
」
と
し
て
挟
む
こ
と
に
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

別
4

○
○
』

公
明
党
は
、
「
こ
れ
ま
で
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
自
民
党
と
、
い
ま
は
野
党
と
し
て
協
力
す
べ
き
と
こ
ろ
は
や
っ
て
お
る
け
れ
ど
も
、
急

冊
珊



説

に
手
を
結
ん
で
与
党
に
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
や
は
り
真
ん
中
に
座
布
団
が
要
る
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も

麟

論

そ
う
だ
と
思
い
、
私
は
記
者
会
見
を
通
じ
て
、
「
国
家
の
危
機
を
救
う
た
め
に
、
今
日
ま
で
批
判
に
批
判
を
重
ね
ま
し
た
が
、
小
沢
一

鋼

郎
先
生
に
ひ
れ
伏
し
て
、
連
立
へ
の
参
加
を
し
て
国
会
の
安
定
と
国
家
の
危
機
を
救
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
…
…
と
に
か
く
真
ん
中
に
座
布
団
を
置
か
な
け
れ
ぼ
公
明
党
は
入
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
自
由
党
と
連
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
引
き
続
い
て
公
明
党
と
連
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
賄
㌍

嗣
σ

公
明
党
は
、
支
持
母
体
で
あ
る
創
価
学
会
の
反
自
民
感
情
が
強
か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
九
九
年
四
月
一
一
日
・
二
五
日
の
統
一
地
方
選

挙
を
控
え
て
お
り
、
自
民
党
と
の
連
立
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
自
民
党
は
、
小
沢
一
郎
率
い
る
自
由

党
と
の
連
立
へ
と
動
き
だ
す
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
九
八
年
八
月
二
九
日
に
は
、
野
中
広
務
は
亀
井
静
香
と
と
も
に
小
沢
一
郎
と
密
会
し
、
「
悪
魔
」
と
さ
え
罵
倒
し
て
い
た
小
沢
と
の
関
係
修
復
を
は
か
っ
て
い
た
趣
W
一
〇
月
一
六
日
、
公
明
が
額
賀
福
志
郎
・
防
衛
庁
長
官
に
た

い
す
る
問
責
決
議
案
に
賛
成
し
た
こ
と
を
契
機
に
「
『
自
公
』
プ
ラ
ス
自
」
か
ら
「
『
自
警
』
プ
ラ
ス
公
」
へ
と
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
鞠
㌍

し
か
し
、
自
由
党
が
自
民
党
と
手
を
組
む
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
い
さ
さ
か
分
か
り
に
く
い
。
九
八
年
参
院
選
後
、
橋
本
首
相
が
退
陣

し
た
後
の
首
相
指
名
で
は
、
自
由
党
は
第
一
回
投
票
で
も
決
選
投
票
で
も
民
主
党
の
菅
直
人
に
投
票
し
て
い
た
。
そ
の
自
由
党
が
自
民
党
と

手
を
組
む
に
は
、
相
当
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
小
沢
一
郎
に
よ
れ
ば
、
自
民
党
側
か
ら
協
力
要
請
が
あ
り
、
「
我
々
の
政
治
目
的

に
合
う
政
策
を
実
行
す
る
の
な
ら
ば
協
力
す
る
」
と
回
答
し
た
と
こ
ろ
、
自
民
党
側
が
呑
ん
だ
と
い
・
箏
自
由
党
の
掲
げ
る
政
策
を
実
現
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
以
上
、
自
民
党
と
手
を
組
む
こ
と
は
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
・
箏
加
え
て
、
来
る
べ
き
総
選
挙
に
備
え
る
と

い
う
思
惑
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
小
政
党
の
自
由
党
が
生
き
延
び
る
た
め
に
は
、
他
党
と
の
選
挙
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
事
実
、
自
由



自
自
両
党
の
思
惑
が
合
致
し
、
九
八
年
一
一
月
一
九
日
、
小
渕
恵
三
・
自
民
党
総
裁
と
小
沢
一
郎
・
自
由
党
党
首
は
、
自
評
連
立
政
権
を

樹
立
す
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
た
。
そ
の
後
、
実
務
者
レ
ベ
ル
で
の
政
策
協
議
を
経
て
、
九
九
年
一
月
一
四
日
、
小
渕
首
相
は
内
閣
改
造
を

お
こ
な
い
、
自
民
党
と
自
由
党
の
連
立
政
権
が
発
足
し
た
。
小
渕
第
一
次
改
造
内
閣
に
は
、
自
由
党
か
ら
野
田
毅
が
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
委
員
長
と
し
て
入
閣
し
て
い
る
。

　
し
か
し
自
自
連
立
政
権
は
、
参
議
院
で
は
な
お
過
半
数
の
一
二
六
議
席
に
一
〇
議
席
足
り
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
参
議
院
に
二
四
議
席
を
持
つ
公
明
党
と
の
連
立
構
想
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
畑
㏄
公
明
党
と
手
を
組
め
ば
、
参
議
院
で
も
過
半
数
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

だ
が
公
明
党
に
は
、
自
民
党
・
自
由
党
と
手
を
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
最
大
の
理
由
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

深
刻
な
不
況
の
な
か
、
与
党
に
な
れ
ば
、
公
明
党
の
掲
げ
る
一
連
の
政
策
を
実
現
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で

に
小
渕
内
閣
は
公
明
党
の
提
案
を
採
用
し
、
商
品
券
（
地
域
振
興
券
）
を
発
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
自
民
党
・
自
由
党
と
連
立

卿
雁
暗

を
組
ま
な
け
れ
ば
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
を
強
行
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
早
期
に
衆
議
院
を
解
散
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
い
か
、
と
い
う
恐
れ
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、
魚
住
昭
や
平
野
貞
夫
は
「
密
会
ビ
デ
オ
問

個
匠
の
法

題
」
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
明
代
表
（
当
時
）
と
暴
力
団
関
係
者
が
密
会
し
て
い
る
ビ
デ
オ
を
入
手
し
た
野
中
広
務
が
、
自
民
党
と
手
を
組
む
よ
う
公
明
党
に
圧
力
を
か
け
た
と
い
う
の
で
あ
鞠
㌍
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
公
明
党
は
自
民
党
・
自
由
党
と
の
連
立
に
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
七
日
目
正
式
な
連
立
政
権
参
加
要
請
を
受

醐
勝
碑
○
〇
二

け
て
、
七
月
二
四
日
、
公
明
党
は
臨
時
党
大
会
で
連
立
政
権
に
参
加
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
他
方
、
九
月
二
一
日
の
自
民
党
総
裁
選
で
は
、
小
渕
恵
三
が
、
自
自
公
に
批
判
的
な
加
藤
紘
一
や
山
崎
拓
に
大
勝
し
、
自
自
公
連
立
政
権
へ
の
弾
み
を
つ
け
た
。
こ
う
し
て
一
〇
月
四
日
に
は
三
党
問
の
合
意
が
成
立
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
定
数
削
減
に
関
す
る
合
意
も
含
ま
れ
て
い
た
。
翌
五
日
に
は
小
渕
第
二
次
改
造
内
閣
が
発
足
し
、
自
由
党
か
ら
は
二
階
俊
博
が
運
輸
大
臣
・
北
海
道
開
発
庁
長
官
と
し
て
、
公
明
党
か
ら
は
続
訓
弘
が
総
務
庁
長
官
と
し
て
入
閣
し
て

剖
胆
σ
謝



説

い
る
。
こ
う
し
て
小
渕
首
相
は
衆
議
院
だ
け
で
は
な
く
、
参
議
院
に
お
い
て
も
過
半
数
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

説

論

二
〇
〇
〇
年
の
定
数
削
減
法
は
、
こ
の
小
渕
第
二
次
改
造
内
閣
の
手
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
定
数
削
減
法

別

が
自
民
党
、
自
由
党
、
公
明
党
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
方
に
は
、
比
例
代
表
定
数
削
減
を
強
硬
に
主
張
す
る
自
由
党
。
他
方
に
は
、
比
例
代
表
だ
け
の
定
数
削
減
に
激
し
く
抵
抗
す
る
公
明
党
。
そ
の
中
間
に
は
、
連
立
を
維
持
す
る
た
め
両
者
の

例
σ

バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
ふ
る
ま
っ
た
自
民
党
が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
公
明
党
が
連
立
政
権
に
加
わ
る
と
、
権
力
の
重
心
は

自
民
党
1
1
公
明
党
の
側
へ
と
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。
自
由
党
抜
き
で
も
両
院
で
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
な

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
野
田
毅
を
中
心
と
す
る
「
野
田
新
党
」
構
想
が
浮
上
し
た
よ
う
に
、
自
由
党
内
で
の
小
沢
一
郎
の
求
心
力
に
か
げ
り

が
み
え
は
じ
め
た
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
。

定
数
削
減
法
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
複
雑
に
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
与
党
内
力
学
に
加
え
て
、
民
主
党
の
戦
略
的
な
行
為
で
あ
る
。
野
党

第
一
党
の
民
主
党
は
、
党
内
事
情
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
に
は
賛
成
す
る
が
比
例
代
表
定
数
二
〇
削
減
に
は
反
対

す
る
と
い
う
奇
妙
な
態
度
を
と
っ
た
。
そ
し
て
、
比
例
代
表
定
数
削
減
自
体
に
反
対
す
る
共
産
党
・
社
民
党
と
の
野
党
共
闘
を
優
先
さ
せ
、

自
自
、
自
自
公
と
の
対
決
色
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
党
問
の
駆
け
引
き
の
結
果
、
比
例
代
表
定
数
削
減
は
押
し
進
め
ら

　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
れ
る
と
同
時
に
押
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
節
　
定
数
削
減
法
の
政
治
過
程
（
一
）
　
　
　
自
連
立
政
権
期

国
会
議
員
の
定
数
削
減
問
題
は
、
九
八
年
一
一
月
一
九
日
目
自
民
党
と
自
由
党
と
の
連
立
政
権
合
意
で
政
治
の
表
舞
台
に
浮
上
し
た
。
そ

こ
で
「
衆
院
、
参
院
と
も
、
当
面
、
議
員
定
数
を
五
十
ず
つ
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
自
民
・
自
由
両
党
間
で
協
議
を
行
い
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
通
常
国
会
に
お
い
て
公
選
法
の
改
正
を
行
う
」
と
の
合
意
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
し
か
し
そ
の
舞
台
裏
で
は
、
超
党
派
の
「
国
会
改
革
研
究
会
」
が
発
足
し
、
自
民
党
の
梶
山
静
六
と
衛
藤
征
士
郎
、
自
由
党
の
小
沢
一
郎
、

民
主
党
の
鳩
山
由
紀
夫
、
公
明
党
の
神
崎
武
法
、
社
民
党
の
村
山
富
市
が
参
加
し
て
い
た
。
一
〇
月
一
五
日
、
＝
月
四
日
の
準
備
会
合
の

後
、
一
一
月
二
四
日
の
初
会
合
で
は
、
衆
議
院
議
員
定
数
を
一
割
削
減
す
る
こ
と
で
は
お
お
む
ね
一
致
し
た
も
の
の
、
旦
ハ
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
合
意
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
比
例
代
表
で
の
削
減
を
主
張
す
る
小
沢
、
併
用
制
な
い
し
中
選
挙
区
制
を
主
張
す
る
神
崎
と
村
屹
W
そ
れ

に
反
対
す
る
鳩
山
が
平
行
線
を
た
ど
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
二
月
七
日
目
第
二
回
会
合
で
は
、
鳩
山
は
単
純
小
選
挙
区
制
を
主
張
し
つ
つ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
併
用
制
に
も
理
解
を
示
し
た
が
、
小
沢
一
郎
は
出
席
し
な
か
っ
た
。
国
会
改
革
研
究
会
は
、
は
や
く
も
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
会
改
革
研
究
会
の
頓
挫
後
、
定
数
削
減
問
題
は
自
民
党
・
自
由
党
主
導
で
進
む
こ
と
に
な
る
。
一
二
月
二
五
日
、
自
民
党
・
自
由
党
の

実
務
者
協
議
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
民
党
は
、
定
数
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
参
議
院
に
配
慮
し
、
衆
議
院
の
定
数
削
減
法
案
だ
け
を
通
常

国
会
に
提
出
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
こ
れ
を
自
由
党
が
受
け
入
れ
た
。
他
方
、
自
由
党
は
、
衆
議
院
の
定
数
を
比
例
代
表
定
数
だ
け
で
削
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
こ
れ
を
自
民
党
が
受
け
入
れ
た
。
こ
う
し
て
九
九
年
一
月
六
日
、
衆
議
院
の
比
例
代
表
定
数
を
五
〇
削
減
す
る
こ
と

卿
雁
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
で
合
意
し
、
一
二
日
に
合
意
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。
　
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
で
合
意
し
た
と
は
い
え
、
自
民
党
は
必
ず
し
も
賛
成
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
比
例
代
表
定
数
を
削
減
す

れ
ば
、
野
党
の
反
発
は
必
至
な
う
え
、
自
由
党
と
の
候
補
者
調
整
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
清
和
政
策
研
究
会
（
森
派
）
が
同
会
に
所
属
す
る
国
会
議
員
と
立
候
補
予
定
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
衆
議
院
の
比
例
代
表
定
数
削
減
に
賛
成
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
る
者
は
七
三
人
中
五
一
人
い
た
が
、
反
対
す
る
者
も
八
人
い
た
。
幹
部
も
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。
森
喜
朗
は
理
解
を
示
し
た
が
、
野
中
広
務
や
山
崎
拓
は
野
党
と
も
協
議
す
べ
き
だ
と
釘
を
さ
し
て
い
砺
㌍
後
に
野
中
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
も
一
気
に
五
〇
も
減
ら
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
い
と
思
っ
た
。
実
は
、
定
数
削
減
に
つ
い
て
は
自
由
党
と
政
策
合
意
は
し
た
も
の
の
、
国
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
審
議
の
過
程
で
つ
ぶ
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
。
　
自
自
連
立
政
権
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
公
明
党
は
、
比
例
代
表
だ
け
の
定
数
削
減
に
は
激
し
く
抵
抗
し
、
定
数
原
則
三
名
、
一
五
〇
選
挙

剖
包
σ
鵬



説

区
の
中
選
挙
区
制
を
唱
え
た
。
も
と
も
と
、
こ
の
新
中
選
挙
区
制
は
、
九
八
年
四
月
四
日
に
野
中
広
務
が
唱
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
自
民
党

謝

論

に
は
賛
同
者
も
少
な
く
な
く
、
九
八
年
置
月
一
二
日
に
は
梶
山
静
六
が
、
九
九
年
二
月
一
九
日
に
は
加
藤
紘
一
が
中
選
挙
区
制
の
検
討
を
　
　
　
　
　
（
2
9
）
主
張
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
自
民
党
内
の
声
を
踏
ま
え
、
神
崎
武
法
・
公
明
党
代
表
は
、
併
用
制
を
理
想
と
し
つ
つ
も
現
実
的
な
案
と
し
て
中
選
挙
区
制
を
唱
え
た
の
で
あ
整
定
数
原
則
一
　
名
で
あ
れ
ば
・
管
掌
民
主
党
に
次
い
で
議
席
を
確
保
で
き
る
と
の
思
惑
も
あ
っ
た
の

鮒
“
σ

そ
れ
で
は
、
野
党
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
野
党
第
一
党
の
民
主
党
は
、
迷
走
を
繰
り
広
げ
た
。
九
九
年
一
月
一
七
日
の
全
代
議
員

会
議
で
は
、
羽
田
孜
．
民
主
党
幹
事
長
が
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
案
を
「
本
当
に
無
茶
苦
茶
」
で
あ
る
と
批
判
し
、
小
選
挙
区
と
比
例
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
表
の
「
双
方
で
削
減
す
る
と
い
う
な
ら
理
解
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
二
月
二
六
日
の
講
演
で
は
、
鳩
山
由
紀
夫
・
民
主
党
幹
事
長
代
理

が
比
例
代
表
定
数
を
二
〇
削
減
し
、
小
選
挙
区
定
数
を
三
〇
削
減
す
べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
五
月
に
な
る
と
、
比
例

代
表
定
数
五
〇
削
減
に
賛
成
す
る
声
が
あ
が
り
は
じ
め
る
。
五
月
二
〇
日
、
松
沢
成
文
を
代
表
世
話
人
と
す
る
「
ダ
ッ
シ
ュ
の
会
」
が
比
例
袋
定
数
五
〇
削
減
に
蔑
し
穣
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
二
〇
日
に
は
菅
直
人
良
主
墨
袋
が
・
翌
一
一
百
に
は
鳩
山
由
紀
夫
●

民
主
党
幹
事
長
代
理
が
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
に
賛
意
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
六
月
七
日
に
は
、
羽
田
孜
も
柔
軟
な
姿
勢
へ
と
転
じ
て
い

る
。
こ
う
し
て
七
月
七
日
、
民
主
党
政
治
改
革
委
員
会
は
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
へ
の
賛
成
を
決
定
し
、
与
野
党
の
「
選
挙
制
度
等
に
関

す
る
協
議
会
」
（
以
下
、
選
挙
制
度
協
議
会
）
に
お
い
て
定
数
削
減
法
案
を
提
出
す
る
よ
う
自
自
に
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
自
自
案
に
賛
成
し

た
の
は
、
自
自
公
の
結
束
に
ク
サ
ビ
を
打
ち
込
み
、
三
党
問
の
足
並
み
の
乱
れ
を
誘
う
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
輸
㌍

　
他
方
、
共
産
党
は
定
数
削
減
自
体
に
反
対
し
、
全
国
＝
ブ
ロ
ッ
ク
の
比
例
代
表
制
に
す
る
こ
と
を
主
張
し
嬬
㌍
ま
た
、
社
民
党
は
比
例
代
表
だ
け
の
定
数
削
減
に
は
反
対
し
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
を
主
張
し
繍
㌍

与
野
党
は
、
五
月
に
選
挙
制
度
協
議
会
を
設
置
し
協
議
を
続
け
た
が
、
合
意
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
結
局
、
六
月
二
三
日
、
衛
藤
征
士



些
些
五
重
が
、
衆
議
院
の
比
例
代
表
定
数
を
五
〇
削
減
す
る
「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
第
一
四
五
回
国
会
（
九
九
年

「
月
一
九
日
一
八
月
＝
二
日
）
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
七
月
二
七
日
目
は
、
衛
藤
征
士
郎
が
提
出
者
を
代
表
し
て
、
衆
議
院
の
「
政
治
倫
理

の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
（
以
下
、
特
別
委
員
会
）
に
お
い
て
趣
旨
説
明
を
お
こ
な
い
、
国
会
自
ら
が
中
央
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
遍
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）
省
庁
や
民
間
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
の
範
を
示
す
べ
し
、
と
の
国
会
リ
ス
ト
ラ
論
を
力
説
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
今
、
行
政
改
革
に
お
い
て
、
規
制
と
保
護
を
基
調
と
し
た
戦
後
の
我
が
国
社
会
経
済
構
造
の
転
換
を
促
し
、
自
立
的
で
、
自

由
か
つ
公
正
な
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
／
そ
の
一
環
と
し
て
、
中
央
省
庁
の
改
革
を
初
め
、
行
政
経
費
の
む

だ
の
一
掃
、
国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
等
を
強
く
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
、
経
営
の
合
理
化
や
組
織
全
体
の
徹
底
し
た
変
革
、
過
酷
な
リ
ス
ト
ラ
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
／
こ
の
よ
う
な
状
況
に

か
ん
が
み
、
ま
ず
国
会
み
ず
か
ら
が
改
革
の
先
頭
に
立
っ
て
範
を
示
し
、
各
般
の
改
革
を
求
め
る
べ
き
と
の
見
地
か
ら
、
自
由
民
主
党
、

園
雁
階
質
頒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
自
由
党
の
両
党
は
、
衆
議
院
議
員
の
定
数
削
減
に
関
し
、
共
通
の
認
識
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
　
そ
の
後
、
公
明
党
、
共
産
党
、
社
民
党
の
反
対
で
実
質
審
議
入
り
の
目
途
が
立
た
な
い
な
か
、
八
月
四
日
、
桜
井
新
・
特
別
委
員
会
委
員
長
が
妥
協
案
を
提
案
し
た
。
す
な
わ
ち
、
特
別
委
員
会
で
定
数
削
減
の
意
志
を
表
明
し
、
ま
た
、
衆
議
院
議
長
の
下
に
設
置
す
る
選
挙
制
度

激
協
議
会
で
定
数
削
減
を
検
討
す
る
、
と
。
だ
が
小
沢
一
郎
は
、
こ
の
提
案
を
「
定
数
削
減
法
案
の
棚
上
げ
論
」
と
し
て
一
蹴
し
た
。
結
局
、

鰍
騰
碑
○
〇
二

採
決
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
公
明
党
が
実
質
審
議
入
り
に
応
じ
た
。
八
月
＝
日
の
特
別
委
員
会
で
は
、
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
が
欠
席
す
る
な
か
、
自
民
党
の
山
本
有
二
、
自
由
党
の
小
池
百
合
子
が
質
疑
に
立
っ
た
。
な
ぜ
比
例
代
表
定
数
を
削
減
す
る
の
か
、
と
い
う
小
池
の
質
疑
に
た
い
し
て
、
自
民
党
の
細
田
博
之
l
I
実
務
者
協
議
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
　
　
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

例
胆
σ
麟



説

と
り
あ
え
ず
減
ら
そ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
こ
れ
を
十
九
人
を
十
七
人
に
し
ょ
う
と
思
う
と
、
全
部
い
じ
り
直
さ
な
い
と
や
は
り
う
ま

鰯

論

く
い
か
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
ま
し
て
、
格
差
そ
の
他
を
見
な
が
ら
手
直
し
を
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
ゆ
だ
ね
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
現
実
で
ご
ざ
い
ま
％
酬

劔
“
σ

し
か
し
、
小
選
挙
区
定
数
削
減
が
い
く
ら
技
術
的
に
難
し
い
と
は
い
え
、
比
例
代
表
定
数
の
み
を
削
減
す
る
と
な
れ
ば
、
民
意
の
反
映
を

犠
牲
に
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
批
判
が
生
じ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
自
由
党
は
、
そ
う
し
た
批
判
に
た
い
す
る
予
防
線
を
は
っ
て
い

る
。
自
由
党
の
小
池
百
合
子
議
員
と
、
同
じ
く
自
由
党
の
井
上
宣
三
は
、
そ
の
質
疑
応
答
の
な
か
で
「
痛
み
分
け
」
と
い
う
論
拠
を
提
示
し

て
い
る
。○

小
池
委
員
　
ま
た
一
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
声
の
一
つ
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
回
の
比
例
代
表
の
定
数
を
先
減
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
特
定
の
政
党
に
と
っ
て
不
利
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
、

マ
イ
ナ
ス
な
ど
も
あ
る
の
か
な
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
ず
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

○
井
上
（
喜
）
委
員
　
こ
れ
は
、
か
な
り
の
期
間
を
経
過
い
た
し
ま
し
て
デ
ー
タ
を
検
証
し
て
み
な
い
と
、
何
と
も
申
し
上
げ
る
こ
と

も
で
き
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
言
い
ま
す
と
、
比
例
区
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
各
党
と
も
お
お
む
ね
同
じ
よ
う
な

影
響
を
受
け
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
特
別
に
、
あ
る
党
が
有
利
に
な
り
、
あ
る
党
が
不
利
に
な
る
、
こ
う
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
ね
。
…
…

○
小
池
委
員
　
パ
イ
全
体
が
小
さ
く
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
ま
さ
に
痛
み
分
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
と
思
っ
て
い
ま
す
。



翌
一
二
日
に
は
、
民
主
党
の
堀
込
征
雄
、
公
明
党
の
井
上
義
久
、
そ
し
て
共
産
党
の
東
中
光
雄
が
質
疑
に
立
っ
た
。
こ
の
日
の
質
疑
で
注

目
す
べ
き
は
、
中
選
挙
区
制
を
主
張
す
る
公
明
党
が
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
に
難
色
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
八
月
三
日
に
は
、

冬
柴
鉄
三
・
公
明
党
幹
事
長
が
読
売
新
聞
社
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
定
数
削
減
法
案
を
廃
案
に
す
べ
き
と
の
考
え
を
示
し
て
い
煽
㌍
自
自

公
連
立
政
権
へ
と
舵
を
切
り
つ
つ
あ
っ
た
公
明
党
が
激
し
く
抵
抗
し
た
こ
と
も
あ
り
、
定
数
削
減
法
の
成
立
は
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
結

局
、
八
月
頃
二
日
午
前
、
小
渕
と
小
沢
が
会
談
し
、
次
期
国
会
冒
頭
で
定
数
削
減
法
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
同
日
、
定
数
削
減

法
案
を
継
続
審
議
扱
い
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
会
期
末
を
迎
え
て
い
る
。
定
数
削
減
法
は
、
自
自
公
連
立
政
権
の
手
で
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
定
数
削
減
法
の
政
治
過
程
（
二
）
　
　
　
自
公
連
立
政
権
期

卿
雁
購
（

　
定
数
削
減
法
を
め
ぐ
り
自
由
党
と
公
明
党
が
激
し
く
火
花
を
散
ら
す
な
か
、
森
喜
朗
・
自
民
党
幹
事
長
は
妥
協
案
を
模
索
し
、
比
例
代
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
定
数
二
〇
を
先
行
的
に
削
減
す
る
、
い
わ
ゆ
る
段
階
的
削
減
論
を
提
案
し
た
。
だ
が
、
自
由
党
も
公
明
党
も
段
階
的
削
減
論
に
批
判
的
だ
っ
　
　
（
4
4
）
た
た
め
、
森
は
そ
の
中
身
を
徐
々
に
ず
ら
し
て
い
く
。
八
月
一
九
日
目
講
演
で
は
、
比
例
代
表
定
数
を
段
階
的
に
削
減
し
、
最
終
的
に
は
小

岡
ゆ
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
選
挙
区
制
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
が
、
九
月
二
七
日
の
三
党
幹
事
長
会
談
で
は
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
を
先
行
削
減
し
た
後
、
小
選
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
挙
区
、
比
例
代
表
を
含
め
て
三
〇
削
減
を
検
討
す
る
案
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
九
月
三
〇
日
の
三
党
幹
事
長
会
談
で
は
、
残
る
三

醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
○
議
席
は
原
則
と
し
て
小
選
挙
区
か
ら
削
減
し
、
一
部
複
数
区
も
検
討
す
る
、
と
い
う
案
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
森
の

趨
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
調
整
も
あ
り
、
一
〇
月
三
日
、
三
党
幹
事
長
会
談
に
お
い
て
妥
協
が
成
立
し
た
。
翌
四
日
の
自
自
公
連
立
政
権
合
意
で
は
、
次
の
よ
う
に
記

剖
4

○
○
』

さ
れ
て
い
る
。

冊
餅



説

1
　
定
数
削
減

鵬

論

ω
　
衆
議
院
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
五
〇
名
の
削
減
と
、
う
ち
二
〇
名
に
つ
い
て
は
次
期
総
選
挙
に
お
い
て
比
例
代
表
選
出
議
員

渕
飼
σ

②
　
残
余
の
三
〇
名
の
削
減
に
つ
い
て
は
小
選
挙
区
定
数
な
ど
を
中
心
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
に
よ
り
所
要
の
法
改
正
を
行
う
。

こ
の
よ
う
に
、
比
例
代
表
定
数
削
減
を
強
硬
に
主
張
す
る
自
由
党
、
そ
れ
に
激
し
く
抵
抗
す
る
公
明
党
と
の
あ
い
だ
で
、
比
例
代
表
定
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
を
二
〇
削
減
し
た
後
、
小
選
挙
区
定
数
な
ど
を
中
心
に
三
〇
削
減
す
る
と
い
う
妥
協
案
が
成
立
し
た
。
た
し
か
に
、
原
則
と
し
て
小
選
挙
区
か
ら
と
い
う
文
言
が
、
小
選
挙
区
定
数
掛
呂
を
恥
心
に
と
い
う
文
言
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
の
は
、
自
由
党
に
配
慮
し
た
た
め
で
あ
ろ
・
縛

し
か
し
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
自
由
党
に
大
幅
な
譲
歩
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
権
力
の
重

心
は
、
自
自
か
ら
自
公
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
自
自
公
案
に
た
い
し
て
、
鳩
山
由
紀
夫
率
い
る
民
主
党
の
と
っ
た
態
度
は
奇
妙
な
も
の
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
比
例
代
表
定
数

五
〇
削
減
に
は
賛
成
す
る
が
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
削
減
に
は
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
九
月
二
五
日
の
代
表
選
で
代
表
に
選
出

さ
れ
た
鳩
山
が
、
第
一
回
投
票
で
過
半
数
を
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
直
前
の
九
月
二
〇
日
、
民
主
党
代

表
足
前
の
公
開
討
論
会
が
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
に
賛
成
す
る
鳩
山
、
そ
れ
に
反
対

す
る
横
路
孝
弘
、
基
本
的
に
賛
成
し
つ
つ
も
党
内
議
論
を
や
り
直
す
こ
と
を
主
張
し
た
菅
直
人
が
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
構
図
の
な
か
、
一
〇
月
二
五
日
、
森
喜
朗
・
自
民
党
幹
事
長
、
藤
井
裕
久
・
自
由
党
幹
事
長
、
冬
柴
鉄
三
・
公
明
党
幹
事
長
が

会
談
し
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
削
減
を
柱
と
す
る
修
正
案
を
第
一
四
六
回
国
会
（
九
九
年
一
〇
月
二
九
日
－
一
二
月
一
五
日
）
に
提
出
す
る

r



こ
と
で
合
意
し
、
二
七
日
に
は
、
公
明
党
作
成
の
修
正
案
要
綱
を
了
承
し
た
。
そ
の
後
、
選
挙
制
度
協
議
会
で
の
与
野
党
協
議
が
物
別
れ
に

終
っ
た
後
、
二
月
｝
九
日
、
鈴
木
宗
男
ら
が
、
比
例
代
表
定
数
削
減
を
五
〇
か
ら
二
〇
に
縮
小
す
る
「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
」
（
第
一
次
修
正
案
）
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
次
修
正
案
で
は
、
先
の
合
意
を
受
け
て
、
比
例
代
表
定
数
の
削
減
を
五
〇
か
ら
二
〇
に
縮
小
す
る
条
項
に
加
え
て
、
小
選
挙
区

定
数
削
減
措
置
に
関
す
る
附
則
が
置
か
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
先
の
自
自
公
連
立
政
権
合
意
で
は
入
っ
て
い
た
「
な
ど
」
と
い
う
文

言
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
比
例
代
表
定
数
削
減
の
余
地
を
な
く
す
た
め
、
公
明
党
が
修
正
案
要
綱
を
作
成
し
た
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
階
で
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
衆
議
院
議
員
の
定
数
の
削
減
）

卿

3
　
衆
議
院
議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
度
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
四
百
五
十
人

糠
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
と
す
る
た
め
、
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
定
数
を
中
心
に
削
減
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

質
り
い
激

　
第
一
四
六
回
国
会
で
も
、
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
は
選
挙
制
度
協
議
会
で
の
協
議
を
主
張
し
た
。
特
別
委
員
会
で
の
審
議
は
、
政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
関
す
る
質
疑
に
終
始
し
た
。
膠
着
状
態
が
続
く
な
か
、
自
由
党
が
自
民
党
を
突
き
あ
げ
、
自
民
党
が
重
い
腰
を
動
か
す

醐

こ
と
に
な
る
。
一
二
月
八
日
、
自
民
党
の
鈴
木
宗
男
が
趣
旨
説
明
を
し
、
一
四
日
に
は
、
特
別
委
員
会
に
お
い
て
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改

騰
碑
○
〇
二

正
す
る
法
律
案
と
第
一
次
修
正
案
を
強
行
採
決
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
自
由
党
は
、
会
期
延
長
を
決
定
し
な
い
ま
ま
採
決
す
る
こ
と
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
抗
議
し
、
特
別
委
員
会
の
採
決
時
に
退
席
し
て
い
る
。
自
由
党
退
席
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
強
行
採
決
は
茶
番
劇
だ
っ
た
。
結
局
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
伊
藤
宗
一
郎
・
衆
議
院
議
長
の
裁
定
が
あ
り
、
定
数
削
減
法
案
は
本
会
議
で
は
採
決
さ
れ
ず
、
継
続
審
議
扱
い
に
な
っ
た
。

細
嗣
σ
珊
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第
一
四
六
回
国
会
が
閉
会
し
た
一
二
月
一
五
日
の
夜
に
は
、
森
喜
朗
・
自
民
党
幹
事
長
と
藤
井
裕
久
・
自
由
党
幹
事
長
が
「
衆
議
院
議
員

謝

論

定
数
削
減
法
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
議
長
裁
定
を
尊
重
し
、
閉
会
中
審
査
を
行
い
、
来
年
の
通
常
国
会
冒
頭
に
可
決
し
成
立
を
期
す
る
こ

遡

と
と
す
る
」
と
の
確
認
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

飼

年
が
明
け
る
と
、
鳩
山
由
紀
夫
・
民
主
党
代
表
は
繰
り
返
し
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
論
を
表
明
し
、
自
自
公
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
い
（
5
4
）
る
。
逆
に
、
自
自
公
側
も
一
月
一
八
日
の
与
野
党
幹
事
長
・
書
記
局
長
会
談
に
お
い
て
、
「
じ
ゃ
あ
、
五
十
削
減
に
す
る
か
」
（
森
喜
朗
）
、

σ

「
覚
悟
は
で
き
て
い
る
」
（
冬
柴
鉄
三
）
と
切
り
返
し
て
い
華
こ
う
し
た
激
し
い
つ
ば
ぜ
り
ム
・
い
の
な
か
・
三
二
〇
日
・
第
西
吉
国

会
が
開
会
し
、
翌
二
一
日
、
鈴
木
宗
男
曇
霞
名
が
「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
」
（
第
⊃
炎
修
正
秦
）
を

提
出
し
た
。
こ
こ
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
小
選
挙
区
定
数
三
〇
削
減
の
附
則
が
消
え
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
質
疑
応
答
の
な
か
で
は
、

小
選
挙
区
定
数
削
減
に
も
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
。
自
由
党
の
鰐
淵
俊
之
の
質
疑
に
た
い
し
て
、
自
民
党
の
鈴
木
宗
男
は
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
る
。で

す
か
ら
、
基
本
は
五
十
削
減
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
今
回
は
比
例
で
二
十
。
同
時
に
、
小
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
小
選
挙

区
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
は
選
挙
区
の
見
直
し
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
し
か
ら
ば
、
前
回
の
選
挙
か
ら
三
年
と
い
う
期
限
も
過
ぎ
て

い
る
待
っ
た
な
し
の
状
況
等
を
考
え
ま
す
と
、
時
聞
的
に
も
技
術
的
に
も
ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
じ
ゃ
な
い
の
か
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

も
、
こ
の
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
、
こ
れ
は
平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
を
見
て
見
直
す
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
お
り

ま
す
か
ら
、
こ
の
流
れ
の
中
で
次
の
ま
た
削
減
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
お
考
え
お
き
を
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
思
い
ま
殆
酬

こ
う
し
た
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
と
は
い
え
、
第
二
次
修
正
案
で
は
、
第
一
次
修
正
案
に
記
さ
れ
て
い
た
附
則
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
削
減
数
が
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
自
民
党
の
赤
城
徳
彦
の
質
疑
に
た
い
し
て
、
同
じ
く
自
民
党
の
中
谷
元
は
「
激
変
緩
和
」
の
た



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
V
め
で
あ
る
、
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
真
の
狙
い
は
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
を
主
張
す
る
民
主
党
に
歩
み
寄
り
を
促
す
こ
と
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
再
修
正
を
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
公
明
党
の
遠
藤
和
良
の
質
疑
に
答
え
て
、
同
じ
く
公
明
党
の
井
上
義
久
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。そ

の
後
、
先
ほ
ど
も
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
民
主
党
の
皆
さ
ん
は
、
ど
う
も
こ
の
附
則
三
十
と
い
う
の
は
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、

五
十
だ
っ
た
ら
い
い
と
か
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
定
数
削
減
に
つ
き
ま
し
て
は
や
は
り
大
方
の
合
意
が
必
要
じ
ゃ

な
い
か
。
そ
の
三
十
に
つ
き
ま
し
て
は
改
め
て
国
会
の
場
で
き
ち
っ
と
し
た
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
の
考
え

は
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
与
党
三
党
も
同
じ
考
え
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
ず
け
れ
ど
も
、

改
め
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
民
主
党
も
含
め
て
賛
成
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
二
十
削

減
の
提
案
を
改
め
て
今
回
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
に
民
主
党
が
賛
成
で
き
な
い
と
い
う
の
は
私
は
と
て
も
理
解
で
き
な
い

卿
雁
騰
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
現
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
自
公
が
附
則
を
削
除
し
た
の
は
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
を
主
張
す
る
民
主
党
に
歩
み
寄
り
を
促
し
、
「
同
床
異
夢
」

吊
り
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）
の
野
党
共
闘
の
足
並
み
を
乱
れ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
は
選
挙
制
度
協
議
会
で
の
協
議
を
主
張
し
、
審
議
拒
否
を
続
け
た
。
審
議
拒
否
を
続
け
る
か
ぎ
り
、
民
主
党
は
、
比
例
代
表
定
数
削
減
自
体
に
賛
成
な
の
か
反
対
な
の
か
を
曖
昧

醐

に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
野
党
が
欠
席
す
る
な
か
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
と
、
そ
れ
に
た
い

一
年

す
る
第
二
次
修
正
案
は
、
一
月
二
六
日
に
特
別
委
員
会
で
、
翌
二
七
日
に
は
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
参
議
院
で
は
、
一
月
二
八
日

捌
4

○
○
℃

に
地
方
行
政
・
敬
国
樹
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
が
、
一
度
も
委
員
会
審
議
を
し
な
い
ま
ま
、
二
月
二
日
、
民
主
党
の
和
田
洋
子
・
地
方
行
政
・
警
察
委
員
会
委
員
長
が
怒
声
の
な
か
「
中
間
報
告
」
を
し
、
た
だ
ち
に
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
、
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党

冊
謝
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は
欠
席
し
、
反
対
票
を
投
じ
た
の
は
西
川
き
よ
し
、
た
だ
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
こ
こ
に
、
一
九
九
四
年
の
「
政
治
改
革
」
に
小
さ
な
、
し
か

蹴

論

し
重
大
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

側
4

第
四
節
　
カ
ル
テ
ル
な
き
カ
ル
テ
ル
政
党
制
電

冊

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
定
数
削
減
法
を
め
ぐ
る
政
党
問
の
駆
け
引
き
は
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
削
減
を
帰
結
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
由
党

が
衆
議
院
の
比
例
代
表
定
数
を
五
〇
削
減
す
る
こ
と
を
強
硬
に
主
張
し
、
自
民
党
が
そ
れ
を
呑
ん
だ
。
し
か
し
、
共
産
党
や
社
民
党
だ
け
で

な
く
、
自
計
連
立
政
権
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た
公
明
党
が
比
例
代
表
だ
け
の
定
数
削
減
に
激
し
く
抵
抗
し
た
。
そ
こ
で
、
自
民
党
が
自
由
党

と
公
明
党
の
妥
協
案
を
模
索
し
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
を
先
行
削
減
し
た
後
、
小
選
挙
区
定
数
を
中
心
に
三
〇
削
減
す
る
と
の
妥
協
が
成
立

し
た
の
で
あ
る
（
第
一
次
修
正
案
）
。
こ
れ
に
た
い
し
て
野
党
第
一
党
の
民
主
党
は
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
を
主
張
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
比
例
代
表
定
数
削
減
自
体
に
反
対
す
る
共
産
党
・
社
民
党
と
共
闘
し
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
削
減
を
柱
と
す
る
第
一
次
修
正
案

に
激
し
く
抵
抗
し
た
。
そ
こ
で
自
自
公
は
、
小
選
挙
区
定
数
を
中
心
に
三
〇
削
減
す
る
と
い
う
附
則
を
削
除
す
る
こ
と
で
民
主
党
に
歩
み
寄

り
を
促
し
た
が
（
第
二
次
修
正
案
）
、
民
主
党
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
結
局
、
自
自
公
は
、
比
例
代
表
定
数
を
二
〇
削
減
す
る
定
数
削

減
法
を
野
党
欠
席
の
ま
ま
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
定
数
削
減
は
、
た
し
か
に
、
一
九
九
四
年
の
「
政
治
改
革
」
ほ
ど
劇
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
カ
ル
テ

ル
政
党
鉱
化
と
い
う
現
代
日
本
政
治
の
構
造
転
換
の
な
か
に
位
置
づ
け
れ
ば
、
無
視
で
き
な
い
変
更
で
あ
っ
た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
定
数
削
減
法
が
成
立
し
た
結
果
、
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
比
率
は
三
対
二
か
ら
五
対
三
に
な
偏
W
小
政
党
に
は
さ
ら
に
不
利
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
定
数
削
減
法
に
す
べ
て
を
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
後
、
二
大
政
党
制
化
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
九
年
総
選
挙

で
は
、
二
大
政
党
の
得
票
率
（
比
例
代
表
）
の
合
計
は
七
割
弱
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
議
席
率
（
総
議
席
）
の
合
計
は
九
割
弱
に



二〇〇〇年定数：削減法について（岡崎／篠原）

図表1 2009年総：選挙における得票率と議席率との乖離i

政党 得票率 議席率

（比例代表） （総議席）

民主党 42．41％ 64．17％

自由民主党 26．73％ 24．79％

公明党 11．45％ 4．38％

日本共産党 7．03％ 1．88％

社会民主党 4．27％ 1．46％

みんなの党 4．27％ 1．04％

国民新党 1．73％ 0．63％

新党日本 0．75％ 0．21％

新党大地 0．62％ 0．21％

幸福実現党 0．65％ 0．00％

改革クラブ 0．08％ 0．00％

新党本質 0．01％ 0．00％

無所属 一
1．25％

合計 100．00％ 100．00％

総務省自治行政局選挙部「平成21年8月30日執行　衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査結果調」

（http＝／／www．soumu．gojp／senkyo／senkyo＿》data／shugiin45／）から作成。
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図表2 2000年 （平成12年） 総選挙の結果

定数 自民党 民主党 公明党 共産党 自由党 社民党 その他

北海道 9－1 1藩ぜ 3 1 1 0 1 0

東北 16－2
∫16；1・『 3 1 1 3己 象エ 0

北関東 21－1 7 5 3 2 慣緩 1 0

南関東 23－2 6∴、7種 3 2・・．1翫1， 2 0

東京都 19－2 4 6 2
，… d…：盛欝； 〆3穿 1 0

北陸信越 13－2
：；i

轟毒遜ぎ一算‘ 1 1 1 1 0

東海 23－2 7、、y18橘・：∵…落躍 2 2 1 0

近畿 33－3 ｝8－1 遭≒王・｝、…： ．1磁 5 3 3 0

中国 13－2 瞬…褒1 ………ゴ；『鰹1『 2 1 1 1 0

四国 7－1 3 2鍾 1 1 0 0 0

九州 23－25 1譲・…ユ『㍉ ・騒等 3 2 2 3 0

比例議席数 200－20 62－6 54－7 26－2 21－1 21－3 16－1 0

比例議席中の減少率 10．00％ 9．68％ 12．96％ 7．69％ 4．76％ 14．29％ 6．25％ 『

総議席数 500－20 239－6 134－7 33－2 21－1 25－3 20－1 28

総議席中の減少率 4．00％ 2．51％ 5．22％ 6．06％ 4．76％ 12．00％ 5．00％
一

自治省選挙部「平成12年6月25日執行 衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査結果調 （速報）

その4」、『選挙時報』 第49巻第11号 （2000年11月）、 32－47頁から作成。 マイナスで示した数字は、
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（
6
1
）
で
あ
り
ま
し
て
、
中
選
挙
区
制
を
基
本
に
い
た
し
ま
し
た
選
挙
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
反
対
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
自
由
党
は
、
小
政
党
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
例
代
表
定
数
削
減
を
主
導
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
比
例
代
表
定
数
を
削

減
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
自
由
党
に
不
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
自
民
党
と
の
候
補
者
調
整
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
比
例
代
表
定
数
削
減
を
主
導
し
た
こ
と
は
、
理
解
に
苦
し
む
。
定
数
削
減
を
推
し
進
め
れ
ば
、
国
民
の
支
持
が
集
ま
る
と
期
待
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
自
由
党
議
員
の
個
人
的
利
害
に
は
執
着
し
つ
つ
も
、
自
由
党
の
集
団
的
利
害
を
超
え
て
、
二
大
政
党
制

を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
両
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
沢
は
離
脱
カ
ー
ド
を
ち
ら
っ
か
せ
つ

つ
（
「
オ
オ
カ
ミ
中
年
」
と
椰
楡
さ
れ
る
ほ
ど
繰
り
返
し
）
、
比
例
代
表
定
数
削
減
を
迫
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
〇
〇
〇
年
の
定
数
削
減
法
で
は
、
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
結
託
し
た
二
大
政
党
で
は
な
く
、
自
由
党
と
い
う
小
政
党
だ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
主
要
な
既
成
政
党
が
結
託
し
」
と
い
う
カ
ル
テ
ル
政
党
制
の
要
件
か
ら
は
逸
脱
す
る
、
重
要
な
特
質
で
あ
る
と
い
え

卿
雁
暗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
る
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
定
数
削
減
法
は
、
カ
ル
テ
ル
な
き
カ
ル
テ
ル
政
党
制
化
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
留
意
す
べ
き
は
、
定
数
削
減
法
に
反
対
し
た
民
主
党
に
お
い
て
さ
え
、
比
例
代
表
定
数
削
減
自
体
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
者
も
少

個
岡
り
法

な
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
参
院
選
に
お
い
て
民
主
党
の
得
票
率
（
比
例
代
表
）
が
二
一
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）
五
・
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
自
民
党
を
射
程
圏
内
に
収
め
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
三
年
総
選
挙
以
降
、
民
主
党
は
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、
衆
議
院
の
比
例
代
表
定
数
八
○
削
減
を
明
記
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
民
主
党
は
二
〇
〇
九
年
総

醐
騰
碑
○

選
挙
で
大
勝
し
、
そ
の
公
約
を
実
現
す
る
権
力
を
手
中
に
収
め
た
。
た
し
か
に
、
鳩
山
内
閣
は
民
主
党
の
単
独
政
権
で
は
な
く
、
社
民
党
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
国
民
新
党
と
の
連
立
政
権
で
あ
り
、
そ
の
社
民
党
は
比
例
代
表
定
数
削
減
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
お
家
事
情
」
を
考
え
る
と
、
民
主
党
の
掲
げ
る
比
例
代
表
定
数
八
○
削
減
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
比
例
代
表
定
数
削
減
問
題
が
政
治
日
程
に

禰
胴
σ

℃
再
浮
上
し
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
比
例
代
表
定
数
を
削
減
す
る
に
せ
よ
削
減
し
な
い
に
せ
よ
、
政
党
間
の
駆
け
引
き
に
終

獅



説

始
し
た
二
〇
〇
〇
年
定
数
削
減
法
の
愚
だ
け
は
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

珊

論

（
1
）
　
「
政
治
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。
田
中
宗
孝
『
政
治
改
革
六
年
の
道
程
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）
。
佐
々
木
毅
編
著
『
政
治
改
革
一
八
○
○
日
の
真
実
』
（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）
。
臼
井
貞
夫
『
「
政
治
改
革
」
論
争
史
1
一
裏
側
か
ら
見
た
「
政
治
改
革
」
』
（
第
一
法
規
、
二

⑱
胆
σ

○
〇
五
年
）
。

（
2
）
　
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
選
挙
制
度
の
不
備
を
是
正
す
る
公
職
選
挙
法
改
正
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
皆
川
健
一
「
衆
議
院
議
員
の
定
数
削
減
と
選
挙
制
度
の
是
正
一
公
職
選
挙
法
を
め
ぐ
る
改
正
論
議
」
、
『
立
法
と
調
査
』
第
二
一
九
号
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
、
一
九
－
二
二
頁
を
参
照
。

（
3
）
　
定
数
削
減
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
法
過
程
を
整
理
し
た
論
文
が
あ
る
。
大
泉
淳
一
「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
衆
議
院
議
員
定
数

削
減
関
係
）
等
に
つ
い
て
」
、
『
選
挙
時
報
』
第
四
九
巻
第
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
、
一
i
一
一
頁
。
臼
井
貞
夫
『
「
政
治
改
革
」
論
争
史
』
、
一
五
四

1
一
五
九
頁
。
ま
た
、
定
数
削
減
法
を
批
判
的
に
考
察
し
た
論
文
・
評
論
も
あ
る
。
河
野
武
司
「
「
衆
院
の
定
数
削
減
に
つ
い
て
」
」
、
『
世
界
と
議
会
』
第
四
二
九
号
（
一
九
九
九
年
九
月
）
、
六
－
一
一
頁
。
小
林
良
彰
「
世
界
の
潮
　
民
意
を
さ
ら
に
歪
め
る
比
例
区
定
数
削
減
」
、
『
世
界
』
第
六
六
九
号
（
一

九
九
九
年
一
二
月
）
、
一
＝
一
二
五
頁
。
横
田
一
「
衆
院
比
例
区
定
数
削
減
は
公
共
事
業
見
直
し
二
つ
ぶ
し
だ
」
、
『
週
刊
金
曜
日
』
第
八
巻
第
七
号
通
巻
三
＝
号
（
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
五
日
）
、
五
六
一
五
八
頁
。
石
川
真
澄
「
［
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
］
定
数
削
減
を
民
主
主
義
の
原
理
か
ら
問
う
」
、
『
前
衛
』
第
七
二
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
）
、
七
八
－
八
五
頁
。
山
中
敏
「
政
界
深
層
レ
ポ
ー
ト
　
自
由
党
の
連
立
離
脱
阻
止
優
先
し
た
衆
院
比
例
定
数
削
減
法
の
強
行
可
決
」
、
『
財
界
に
っ
ぽ
ん
』
第
三
二
巻
第
四
号
通
巻
三
七
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
）
、
一
四
一
二
〇
頁
。
木
下
智
史
「
選
挙
制
度
「
改
革
」
の
動

態
を
み
る
視
点
」
、
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
第
一
一
七
七
号
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
五
日
目
、
六
五
一
七
〇
頁
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
、
定
数
削
減
法
を
カ
ル
テ
ル

政
党
制
の
文
脈
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
4
）
　
カ
ル
テ
ル
政
党
（
制
）
に
つ
い
て
は
、
特
に
次
の
文
献
を
参
照
。
国
。
び
霞
畠
ω
・
囚
卑
N
磐
山
勺
Φ
8
吋
ζ
巴
が
、
O
審
コ
ひ
q
ぎ
α
q
ヌ
○
伍
①
一
ω
o
略
℃
霞
蔓
9
α
q
慧
・
鋤
ま
器
＆
勺
・
。
屠
】
）
Φ
暮
§
。
ざ
、
、
寄
書
き
ミ
早
く
。
＝
ン
。
」
（
H
㊤
弩
弓
竃
。
。
’
§
碁
b
。
葺
プ
。
年
寄
冨
a
ω
●
慨
嘆
、
、
宰
。
日

9
け
。
冨
＝
℃
・
臣
8
8
9
『
匪
多
望
”
雷
①
霊
三
。
巴
国
8
8
屠
・
p
冨
。
舞
2
勺
二
尊
矯
．
”
ミ
減
号
§
§
ぎ
§
β
＜
。
ピ
ト
。
。
。
ン
。
．
一
（
b
。
。
尋

薯
‘
ω
ω
よ
P

（
5
）
　
本
稿
で
は
、
大
泉
や
臼
井
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
も
、
国
会
議
事
録
、
『
朝
日
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
『
読
売
薪
聞
』
縮
刷
版
、
雑
誌
記
事
、
さ
ら
に

は
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど
を
使
用
し
、
定
数
削
減
法
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
を
再
構
成
し
た
い
。



（
7
）
　
小
渕
恵
三
、
佐
野
眞
一
（
聞
き
手
）
「
前
代
未
聞
　
現
職
総
理
に
直
撃
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
「
タ
カ
も
ハ
ト
も
な
い
、
俺
は
凡
人
宰
相
だ
」
」
、

『
文
藝
春
秋
』
第
七
七
巻
第
一
〇
号
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
）
、
一
四
二
頁
。
こ
の
箇
所
は
、
佐
野
眞
一
『
凡
宰
伝
』
（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
二
九

頁
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
森
喜
朗
l
I
自
民
党
と
政
権
交
代
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）
、
二
〇
〇
頁
。

（
9
）
　
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
小
沢
一
郎
一
政
権
奪
取
論
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、
一
七
〇
一
一
七
一
頁
。

（
1
0
）
　
野
中
広
務
「
そ
の
時
決
断
し
た
こ
と
」
、
自
由
民
主
党
編
『
決
断
！
　
あ
の
時
私
は
こ
う
し
た
l
I
自
民
党
総
理
・
総
裁
・
官
房
長
官
が
語
る
』
所
収

（
中
央
公
論
事
業
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
、
二
三
八
－
二
三
九
頁
。
な
お
、
次
の
二
冊
も
参
照
。
野
中
広
務
『
老
兵
は
死
な
ず
1
野
中
広
務
　
全
回
顧

録
』
（
文
藝
春
秋
［
文
春
文
庫
］
、
二
〇
〇
五
年
）
、
七
八
－
八
三
頁
。
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
野
中
広
務
－
権
力
の
興
亡
』
（
朝

日
新
聞
社
、
二
〇
〇
八
年
）
、
一
六
五
i
一
七
三
頁
、
一
七
九
－
一
八
三
頁
。

（
1
1
）
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
二
月
二
七
日
朝
刊
。
た
だ
し
、
野
中
の
回
想
で
は
「
八
月
の
下
旬
、
た
し
か
二
三
日
こ
ろ
」
と
な
っ
て
い
る
（
五
百

旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
野
中
広
務
l
I
権
力
の
興
亡
』
、
一
七
二
頁
）
。

（
1
2
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
八
年
一
一
月
二
三
日
朝
刊
。

（
1
3
）
　
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
小
沢
一
郎
－
政
権
奪
取
論
』
、
一
六
六
頁
。

（
1
4
）
　
野
中
は
、
小
沢
は
自
由
党
が
「
座
布
団
」
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
が
（
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
倉
役
／
薬
師
寺
克
行
編
『
野
中
広

園

務
l
l
権
力
の
興
亡
』
、
一
八
○
一
一
八
二
頁
）
、
小
沢
は
「
最
初
は
わ
か
っ
て
な
い
で
す
よ
」
と
し
て
い
る
（
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
塩
／
薬
師
寺
克
行

雁

編
『
小
沢
一
郎
－
政
権
奪
取
論
』
、
一
七
二
頁
）
。

騰
質
い

（
1
5
）
自
自
合
併
構
想
に
つ
い
て
は
、
　
大
下
英
治
『
政
界
大
迷
走
　
亀
井
静
香
奔
る
！
』
（
徳
間
書
店
［
徳
間
文
庫
］
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
第
一
章
を
参
照
。
（
1
6
）
　
内
閣
改
造
の
際
、
自
由
党
の
主
張
を
受
け
入
れ
て
、
閣
僚
数
は
二
〇
か
ら
一
八
へ
と
削
減
さ
れ
て
い
る
。
九
八
年
＝
月
一
九
日
の
自
自
連
立
政
権
合
意
で
は
「
連
立
政
権
発
足
に
あ
た
っ
て
は
現
行
の
二
十
人
の
閣
僚
の
数
を
十
七
人
に
削
減
す
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
野
中
は
、
小
沢
が
金
融
担

ゆ

当
大
臣
の
設
置
を
主
張
し
た
こ
と
を
理
由
に
一
八
を
主
張
し
、
野
中
と
小
沢
の
あ
い
だ
で
折
り
合
い
が
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
（
野
中
広
務
「
そ
の
時
決
断

灘
削

し
た
こ
と
」
、
二
四
〇
頁
。
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
野
中
広
務
－
権
力
の
興
亡
』
、
一
七
四
頁
）
。
（
1
7
）
参
議
院
の
会
派
「
公
明
党
」
に
は
、
無
所
属
で
当
選
し
た
浜
田
卓
二
郎
と
謡
扇
和
夫
が
加
わ
っ
て
い
た
。
二
四
名
と
は
、
こ
の
二
人
を
加
え
た
数
字

勝

で
あ
る
。

側

碑
○
〇
二

（
1
8
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
九
年
七
月
二
二
日
朝
刊
。
（
1
9
）
魚
住
昭
『
野
中
広
務
一
差
別
と
権
力
』
（
講
談
社
［
講
談
社
文
庫
］
、
二
〇
〇
六
年
）
、
三
一
五
－
三
二
五
頁
。
平
野
貞
夫
『
平
成
政
治
二
〇
年
史
』
　
（
幻
冬
舎
［
幻
冬
舎
新
書
］
、
二
〇
〇
八
年
）
、
一
五
〇
1
一
五
三
頁
。

胆
σ
噺



説
論

（
2
0
）
　
＝
月
一
九
日
の
党
首
会
談
の
直
後
、
小
沢
一
郎
は
衛
藤
征
士
郎
に
電
話
を
か
け
、
定
数
削
減
合
意
の
了
解
を
求
め
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
八
年
＝
月
二
二
日
朝
刊
）
。
（
2
1
）
　
当
初
は
「
二
一
世
紀
政
治
改
革
研
究
会
」
と
仮
称
し
て
い
た
。
『
毎
日
新
聞
』
は
梶
山
静
六
が
呼
び
掛
け
た
と
し
て
い
る
が
（
一
九
九
八
年
＝
月
　
一
八
日
朝
刊
）
、
『
読
売
新
聞
』
は
衛
藤
征
士
郎
が
呼
び
掛
け
た
と
し
て
い
る
（
一
九
九
八
年
一
一
月
二
二
日
朝
刊
）
。

珊
㎜
ル
ト

（
2
2
）
　
た
だ
し
『
読
売
新
聞
』
は
、
神
崎
が
併
用
制
、
村
山
が
中
選
挙
区
制
を
主
張
し
た
と
し
て
い
る
（
一
九
九
八
年
＝
月
二
五
日
朝
刊
）
。

σ

（
2
3
）
直
後
の
一
二
月
一
〇
日
、
民
主
党
は
「
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
基
本
と
し
つ
つ
、
必
要
な
改
正
を
検
討
す
る
」
と
の
方
向
性
を
打
ち
だ
し
て

い
る
（
『
民
主
』
第
二
七
号
、
一
九
九
九
年
二
月
二
〇
日
、
二
九
頁
）
。

（
2
6
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
九
年
一
月
二
九
日
朝
刊
。

（
2
7
）
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
九
年
一
月
九
日
朝
刊
。

（
2
8
）
　
五
百
旗
頭
真
／
伊
藤
元
重
／
薬
師
寺
克
行
編
『
九
〇
年
代
の
証
言
　
野
中
広
務
1
一
権
力
の
興
亡
』
、
一
八
六
頁
。

（
2
9
）
自
民
党
議
員
だ
け
で
は
な
く
、
三
月
九
日
に
は
、
山
岸
章
・
元
連
合
会
長
が
公
明
党
の
勉
強
会
で
中
選
挙
区
制
復
活
を
唱
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
中

選
挙
区
制
復
活
論
に
た
い
し
て
は
、
民
間
政
治
臨
調
が
「
中
選
挙
区
制
復
活
論
議
に
対
す
る
緊
急
声
明
」
（
九
九
年
三
月
一
六
日
）
を
発
表
し
、
釘
を
さ

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
反
対
も
あ
っ
て
か
、
九
九
年
四
月
に
な
る
と
、
梶
山
は
「
覆
水
盆
に
返
ら
ず
」
と
し
て
、
繰
り
返
し
（
四
月
一
九
日
講
演
、
五
月
一
二
日
会
談
、
五
月
一
五
日
講
演
）
中
選
挙
区
制
復
活
は
難
し
い
と
の
見
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
3
0
）
　
神
崎
武
法
『
二
一
世
紀
の
日
本
　
人
権
国
家
へ
の
道
』
（
公
明
党
機
関
紙
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
二
一
六
－
二
一
八
頁
も
参
照
。

（
3
1
）
　
た
だ
し
、
二
月
二
五
日
の
公
明
党
代
議
士
会
で
は
、
新
中
選
挙
区
制
を
推
進
す
る
執
行
部
に
た
い
す
る
不
満
の
声
も
あ
が
っ
て
い
た
。

（
3
2
）
　
『
民
主
』
第
二
七
号
（
一
九
九
九
年
二
月
二
〇
日
）
、
四
四
頁
。

（
3
3
）
松
沢
成
文
は
、
す
で
に
九
九
年
二
月
≡
二
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
民
主
党
が
政
権
を
狙
う
た
め
に
も
衆
議
院
は
小
選
挙
区
制
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
、
自
門
に
よ
る
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
案
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
た
（
松
沢
成
文
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
激
白
！
“
こ
れ
だ
け
は
言
っ

て
お
く
”
「
こ
の
ま
ま
で
は
政
権
と
れ
な
い
民
主
党
」
」
、
『
月
刊
官
界
』
第
二
五
巻
第
四
号
、
一
九
九
九
年
四
月
、
一
三
一
1
＝
壬
二
頁
）
。



（
3
4
）
　
た
だ
し
、
比
例
代
表
定
数
削
減
に
批
判
的
な
民
主
党
議
員
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
民
主
党
衆
議
院
議
員
九
三
藩
中
、
比
例
代
表
で
選
出
さ
れ
た
議
員

が
四
七
名
だ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
月
二
七
日
目
は
、
石
井
紘
基
、
永
井
英
慈
ら
が
公
明
党
と
意
見
交
換
し
、
鳩
山
由
紀
夫
は

「
火
遊
び
が
過
ぎ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。

（
3
5
）
　
た
だ
し
、
九
九
年
六
月
二
九
日
の
選
挙
制
度
協
議
会
で
は
、
共
産
党
は
、
総
定
数
削
減
に
は
反
対
し
つ
つ
も
、
中
選
挙
区
制
の
復
活
を
容
認
し
て
い

る
。

（
3
6
）
　
九
九
年
二
月
二
四
日
の
社
民
党
政
治
改
革
・
選
挙
制
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
併
用
制
の
導
入
を
目
指
す
こ
と
を
決
定

し
て
い
る
。

（
3
7
）
　
小
沢
一
郎
も
、
定
数
削
減
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
六
月
二
三
日
、
「
院
よ
り
は
じ
め
よ
が
大
事
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
小
沢
一
郎
『
男
の

行
動
美
学
』
三
苫
雅
文
編
、
プ
ラ
ネ
ッ
ト
出
版
、
一
九
九
九
年
、
二
二
一
頁
）
。

（
3
8
）
　
衛
藤
の
趣
旨
説
明
で
は
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
会
リ
ス
ト
ラ
論
は
、
衛
藤
の
持
論
で
あ
る
二
院
制
廃
止
論
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
衛
藤
は
『
今
こ
の
国
に
あ
る
危
機
』
（
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
、
「
立
法
府
改
革
、
こ
う
し
た
改
革
を
考
え
た
と
き
、
政
治
コ
ス
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
ト
の
削
減
と
も
接
続
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
院
制
廃
止
の
考
え
が
あ
り
ま
す
」
（
衛
藤
征
士
郎
『
今
こ
の
国
に
あ
る
危
機
』
徳
間
書
店
、
二
〇

〇
二
年
、
＝
二
〇
頁
、
傍
点
は
引
用
者
）
と
示
唆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
小
沢
一
郎
も
、
ほ
ぼ
対
等
な
二
院
が
同
じ
審
査
を
繰
り
返
す
と
い
う
無
駄
を
し

て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
定
数
削
減
を
主
張
し
て
い
る
（
小
沢
一
郎
『
男
の
行
動
美
学
』
、
二
二
〇
1
二
二
一
頁
。
小
沢
一
郎
「
戦
後
日
本
の
タ
ブ
ー
を

卿

破
っ
て
現
職
政
治
家
が
初
め
て
条
文
を
書
い
た
　
日
本
国
憲
法
改
正
試
案
I
l
第
九
条
は
こ
う
修
正
す
べ
き
だ
　
参
議
院
を
「
権
力
な
き
貴
族
院
」
に
せ

篠
／

よ
」
、
『
文
藝
春
秋
』
第
七
七
巻
第
九
号
、
一
九
九
九
年
九
月
、
一
〇
二
頁
）
。

騰
質
い

（
3
9
）
　
「
第
百
四
十
五
回
国
会
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
四
号
（
平
成
十
一
年
七
月
二
十
七
日
）
」
、
　
一
頁
。
（
4
0
）
　
「
第
百
四
十
五
回
国
会
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
五
号
（
平
成
十
一
年
八
月
十
一
日
）
」
、
六

り

頁
。

（
4
1
）
　
「
第
百
四
十
五
回
国
会
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
五
号
（
平
成
十
一
年
八
月
十
一
日
）
」
、
七
頁
。
（
4
2
）
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
九
年
八
月
四
日
朝
刊
。
（
4
3
）
　
竹
下
登
・
元
首
相
も
、
す
ぐ
に
五
〇
削
減
す
る
の
で
は
な
く
段
階
的
に
削
減
す
る
と
い
う
妥
協
案
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
今
井
久
夫
司
会
　
「
覆
面
座
談
会
　
官
邸
・
与
党
・
野
党
記
者
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
　
竹
下
（
元
首
相
）
不
在
の
政
局
　
連
立
政
権
に
潜
む
危
険
－
荒
っ
ぽ
く
な
っ
た
政
治
の
流
れ
」
、
『
月
刊
官
界
』
第
二
五
巻
第
八
号
、
一
九
九
九
年
八
月
、
四
四
頁
）
。

㎜
幽
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説
論

（
4
4
）
　
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
九
年
八
月
三
日
朝
刊
、
八
月
四
日
朝
刊
。
な
お
、
公
明
党
は
八
月
一
三
日
、
比
例
代
表
定
数
二
〇
削
減
、
小
選
挙
区
定
数
三
〇
削
減
を
検
討
す
る
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
て
い
る
。
（
4
5
）
　
こ
れ
に
た
い
し
て
、
野
中
広
務
は
八
月
二
一
日
の
講
演
で
、
比
例
代
表
定
数
を
先
行
的
に
削
減
し
た
後
、
小
選
挙
区
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
示
唆

　
し
て
い
る
。
（
4
6
）
　
こ
の
点
、
新
聞
各
紙
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
朝
日
新
聞
』
は
「
小
選
挙
区
と
す
る
か
比
例
区
と
す
る
か
を
含
め
て
」
と
し
て
い
る
が
、
　
『
毎
日
新
聞
』
は
「
比
例
、
小
選
挙
区
を
含
め
」
と
し
、
『
読
売
新
聞
』
は
「
比
例
代
表
、
小
選
挙
区
の
双
方
か
ら
」
と
し
て
い
る
。

飼
σ

（
4
7
）
自
民
党
内
で
は
、
小
選
挙
区
制
と
中
選
挙
区
制
を
折
衷
し
、
一
部
を
複
数
区
に
す
る
案
が
浮
上
し
て
い
た
（
『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
九
年
五
月
一
〇
　
日
朝
刊
、
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
九
年
六
月
五
日
朝
刊
）
。

（
4
8
）
　
『
月
刊
自
由
民
主
』
通
巻
五
六
〇
号
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
）
、
一
〇
八
頁
。

（
4
9
）
　
加
え
て
、
「
二
〇
〇
〇
年
の
通
常
国
会
で
法
改
正
す
る
」
と
の
文
言
も
削
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
九
年
一
〇
月
四
日
朝
刊
）
。
（
5
0
）
　
『
読
売
新
聞
』
は
、
修
正
案
要
綱
が
「
当
初
の
自
自
公
三
党
の
合
意
よ
り
、
小
選
挙
区
の
定
数
削
減
を
強
調
し
た
と
も
受
け
取
れ
る
内
容
に
な
っ
て

い
る
と
の
見
方
が
あ
る
」
と
報
じ
て
い
る
（
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
八
日
朝
刊
）
。

（
5
2
）
　
野
中
広
務
に
よ
れ
ば
、
野
中
、
亀
井
、
村
上
、
青
木
ら
は
「
結
局
は
、
十
二
月
の
終
わ
り
に
「
自
由
党
と
合
流
」
以
外
に
は
な
い
と
腹
を
決
め
つ
つ

あ
っ
た
」
が
、
一
二
月
一
四
日
、
一
五
日
の
定
数
削
減
法
案
の
採
決
の
際
に
自
由
党
が
離
席
し
た
た
め
「
党
内
の
“
合
流
の
空
気
”
は
い
つ
ぺ
ん
に
冷
え
込
ん
だ
」
と
い
う
（
野
中
広
務
「
ド
ン
野
中
広
務
幹
事
長
に
糺
す
　
総
選
挙
・
森
野
中
内
閣
・
小
沢
一
郎
・
北
朝
鮮
…
　
「
私
は
い
つ
も
悪
役
な
ん
だ
」

一
「
影
の
総
理
」
「
政
界
の
新
し
い
ド
ン
」
が
全
て
を
語
っ
た
」
、
『
文
藝
春
秋
』
第
七
八
巻
第
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
九
八
頁
）
。

（
5
3
）
　
た
だ
し
、
国
会
の
手
続
上
、
修
正
案
の
ほ
う
は
「
議
案
に
付
随
し
た
動
議
」
と
見
な
さ
れ
、
廃
案
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
4
）
　
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
〇
日
の
記
者
会
見
、
一
二
日
号
記
者
会
見
、
一
六
日
の
記
者
会
見
。

（
5
5
）
　
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
九
日
朝
刊
。
た
だ
し
、
与
党
三
党
幹
事
長
は
一
月
二
〇
日
、
比
例
代
表
定
数
五
〇
削
減
は
し
な
い
と
の
文
書
を

交
わ
し
て
い
る
。

（
5
6
）
　
「
第
百
四
十
七
回
国
会
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
三
号
（
平
成
十
二
年
一
月
二
十
六
日
）
、
七

頁
。



（
5
8
）

「
第
百
四
十
七
回
国
会
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
三
号
（
平
成
十
二
年
一
月
二
十
六
日
）
、
五

頁
。

（
5
9
）

不
破
哲
三
．
共
産
党
委
員
長
は
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
五
日
、
民
主
党
と
共
産
党
で
は
選
挙
制
度
の
考
え
方
は
違
っ
て
い
る
が
、
民
主
主
義
の
方
法
論

と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
と
し
、
「
「
東
と
西
」
か
ら
迫
っ
て
で
き
た
共
通
点
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
不
破
哲
三
「
定
数
削
減
問
題
と
日
本
共
産

党
の
見
解
」
、
『
前
衛
（
臨
時
増
刊
）
』
第
七
三
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
七
八
頁
）
。

（
6
0
）

臼
井
貞
夫
『
「
政
治
改
革
」
論
争
史
』
、
一
五
八
頁
。

（
6
1
）

「
第
百
四
十
五
回
国
会
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
議
録
第
六
号
（
平
成
十
一
年
八
月
十
二
日
）
」
、
三

頁
。

（
6
2
）

「
第
一
八
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果
（
一
〇
・
七
・
一
二
執
行
）
」
（
窪
9
…
＼
＼
芝
ぞ
碧
ω
o
g
社
財
ぬ
。
ピ
＼
ヨ
窪
⊆
』
Φ
乏
ω
＼
ω
－
づ
Φ
≦
ω
＼
鎚
起
ご
一
郭
餌
口
σ
o
目
＼

り
。
。
一
8
㎝
も
畦
）
。

（
6
3
）

社
民
党
『
衆
議
院
選
挙
公
約
　
二
〇
〇
九
』
総
合
版
、
二
八
頁
。

㎜
［

年

4

○
○
』

冊
㎝




